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［様式６］ 

サブテーマ名：高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

 小テーマ名：一括露光型マイクロ光造形によるIT用超微小部品製作加工技術に関する研究 

サブテーマリーダー（所属、役職、氏名）：㈱松浦機械製作所、シニアチーフ、冨田誠一 

  研究従事者（所属、役職、氏名）  ：福井県工業技術センター、総括研究員、松尾光恭 

                    福井県工業技術センター、研究員、松井多志 

研究の概要、新規性及び目標 

 ①研究の概要 

  レーザを用いる光造形手法を用いて超微小部品を製作・加工する。 

 ②研究の独自性・新規性 

  樹脂硬化をレーザ光パタンニングによる一括面露光とする事で、複雑加工などの利点を維持し

つつ、レーザ光制御性向上や造形時間の短縮化を狙う。 

  ③研究の目標（フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に） 

フェーズⅠ：造形対象領域２mm×２mm、精度100μmを目標とする３次元マイクロ光造形 

フェーズⅡ：－ 

フェーズⅢ：研究成果の実用化を目指す。 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

フェーズⅠ：１．二次元方向の微小化：紫外線レーザ光のパタンニング光路構成について検討実施

した。 

２．三次元方向の積層化：グレーティングを利用した積層化を行った、３．微小造形物の製作：形

状的に制限はあるが可能とした 

フェーズⅡ：－ 

フェーズⅢ：研究成果の実用化を目的として、これまで得られた研究成果をベースに残された研究

課題の解決を図る。 

主な成果 

  具体的な成果内容：なし 

 

 

特許件数：０         論文数：０       口頭発表件数：１ 

研究成果に関する評価 

  １ 国内外における水準との対比 

 

   なし 

 

  ２ 実用化に向けた波及効果 

 

   なし 

残された課題と対応方針について 

 １．レーザ光のパタンニングおよび二次元露光 

 ２．二次元露光後の積層化 

 ３．有用な微小形状の検討および造形 
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合 計

人件費 0 129 133 0 0 0 262 0 9,740 9,711 0 0 0 19,451 19,713

設備費 0 0 0 0 0 0 0 0 13,220 0 0 0 0 13,220 13,220

その他研究費

（消耗品費、

材料費等） 0 0 0 0 0 0 0 0 5,155 4,463 0 0 0 9,618 9,618

旅費 0 52 47 0 0 0 99 0 296 282 0 0 0 578 677

その他 0 6 96 0 0 0 102 0 0 0 0 0 0 0 102

小  計 0 187 276 0 0 0 463 0 28,411 14,456 0 0 0 42,867 43,330
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代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備：なし 

  地域負担による設備：一括露光型マイクロ光造形レーザシステム、ナノ秒紫外レーザ 

※複数の研究課題に共通した経費については按分する 
 

 

 


